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落合恵美子教授ご退職記念号によせて

太郎丸　博

2023 年３月末をもって社会学専修の落合恵美子先生が、京都大学文学研究科をご退職さ

れることになりました。この『京都社会学年報』第 30 号は、落合先生のご退職を記念し

感謝の意を表するための特集号として刊行します。落合先生は多くの学生を指導してこら

れましたが、この『年報』が教員による査読システムをとるようになって以来、落合先生

は多くの論文を審査され、その過程で多くの論文のクォリティが改善されてきました。今

号では院生、修了生をはじめ、研究室の同僚・後輩が先生に感謝の気持をこめて寄稿して

います。

落合先生は 1980 年に東京大学文学部を卒業され、1987 年には文学研究科博士課程を中

途退学されました。その後、兵庫県家庭問題研究所、同志社女子大学、国際日本文化研究

センターを経て、2003 年からは本学の助教授、2004 年からは教授となり、今日にいたっ

ています。2008-2013 年には、グローバル COE「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア

拠点」リーダー、その後は、アジア親密圏 /公共圏教育研究センターのセンター長と、ア

ジア研究教育ユニットのユニット長を長く務められ、京都大学の発展に多大な貢献をなさ

れてきました。

落合先生は、家族社会学を中心としつつも、ジェンダー論、家族史、人口学、福祉社会

学など、多くの領域を縦横無尽に横断する、学際的な志向の持ち主です。落合先生の語り

口は平易ですが、その内実のクォリティは高く、それらが高く評価されていることは、巻

末に掲載の受賞歴や学会役員歴にもあらわれています。また、落合先生の研究の学術的水

準が非常に高いのはもちろんのことですが、その成果は象牙の塔の中にとどまらず、政策

にも影響を与えていることは、審議会などの豊富な委員歴からもうかがい知ることができ

ます。

落合先生のご活躍は国内に留まることはなく、国際的にも高い評価を得てこられました。

海外でのフィールドワークはもちろん、海外での講演や授業の経験も豊富で、1993-1994

年にケンブリッジ大学・客員研究員、2006 年に社会科学高等研究院 (フランス )・客員研

究員、2010 年にストックホルム大学・客員教授、2014-2016 に社会科学高等研究院 (フラ



ンス )・ブレーズ・パスカル国際研究職、2021-2023 年に南京大学客員教授などを歴任され

てきました。京都大学で落合先生が受け入れた海外からの研究者は数知れず、毎年、多く

の研究者が落合先生のもとに滞在して、研鑽を積みました。また、若手の社会学者の国際

ワークショップである Next Generation's Workshop の立ち上げと運営、京都大学、国立

台湾大学、ソウル大学の学部生を中心としたワークショップである、東アジアワークショッ

プの立ち上げと運営も、落合先生の学問に対する大きな貢献と言えるでしょう。さらに、

グローバル COEの研究成果を中心にまとめた The Intimate and the Public Spheres in 

Asian and Global Perspectives (Brill) という学術書のシリーズ編者を務められ、さらに 

Sage から Asian Families and Intimacies （全 4巻、筆頭編者）が現在刊行中です。

このようなずば抜けた学識は教育面においても発揮され、理論・実証の両面から、多く

の学生・研究者をサポートしてこられました。落合先生を慕って国内外から毎年多くの留

学生が社会学専修の大学院を受験してきました。学部生からの人気も高く、毎年、多くの

学生が落合先生から卒論の指導を受けることを希望し、先生の指導のもとに卒業論文を書

いてきました。

落合先生がご退職されることは、私たち社会学専修の教職員や学生全員にとってたいへ

ん残念なことですが、これまで先生が築いてこられた未来のための礎と、数々のご恩に対

して、心から感謝の意をこめて、この特集号を先生に捧げます。
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この本はそのまま読むことが困難な方のために、営利を目的
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編集後記
▼落合恵美子先生の退官記念号となる今号には、先生方の論文のほか、学生による計 7本の論文・書評論文・
翻訳論文が掲載されました。過去 2年間、コロナウィルス感染症予防のために研究室の活動のほとんどが
制限され、院生間のコミュニケーション不足が研究上の不利益をもたらすこともあったようです。今年度
は対面での活動の多くが再開し、それにともなって研究室内の交流も増えつつあります。京都社会学年報
には、投稿者の研究成果報告の場としてはもちろんですが、院生コメンテーターなどを通じた研究室内の
コミュニケーションを促すインフラとしての機能も期待されると考えています。編集委員としても、研究
室全体の活性化に繋がるような運営に努めてまいりますので、今後ともご協力のほどよろしくお願いいた
します。最後になりますが、今号の完成にいたるまでご支援いただきました皆様のご協力とご理解に厚く
御礼申し上げます。
 第 30 号編集委員　D1　相澤亨祐　D3　劉恒宇　M2　佐藤慧　M1　韓在賢　M1　李子叶
▼『京都社会学年報』第30号をお届けします。今号は年度末で退職される落合恵美子先生の退職記念号です。
今回、落合先生の業績を整理していて、日本の社会学者として、これほどグローバルにネットワークを築
かれご活躍され、女性研究者としての道に先 をつけられた方は他にいないのではないかと、改めてその
比類なき存在感に圧倒されました。落合先生が京大に着任された 20 年前、私はちょうど修士課程の学生で、
その後、折々に触れていただいた温かいご指導のお言葉を、今でもよく思い出します。松田素二先生に引
き続き、自分がご指導を受けた先生が退職されるのは、大変寂しく、不安な気持ちになります。落合先生
が日本の社会学において、また本専修において、果たされた大きな役割を思うと、自分はその足元にもまっ
たく及びませんが、少しでもそれに近づけるよう努力しなければと、身の引き締まる思いです。落合先生
には、これからも本専修へのご指導ご協力をいただきますよう、引き続きよろしくお願いいたします。ま
たみなさまも、顔触れは変わりましても、今後も本専修へのサポートをいただきますよう、どうぞよろし
くお願いいたします。 丸山里美
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